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UNITE FOR GOOD　よいことのために手を取りあおう
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１．例　会………〈司会：プログラム委員会〉

　12：00　〈食　事〉

　12：28	 １．チャイム

　12：30	 ２．点　鐘……〈会　長〉

	 ３．開会宣言

	 ４．国歌斉唱

	 ５．ロータリーソング斉唱……奉仕の理想

	 ６．講師・ゲスト並びにビジター紹介

	 ７．会長挨拶並びに会長報告

	 ８．お祝い

	 　（誕生日祝・結婚記念日祝・入会記念日祝）

	 ９．幹事報告

	 10．副幹事報告

	 11．出席報告

	 12．委員会報告

	 13．ニコニコボックス報告

	 14．次週並びに次々週のプログラムの予告

	 　（４／13）……

	 　　卓話　「若手職員のメンタルヘルス」

	 　　講師　医療法人成精会

	 　　　　　　理事長　平野　千晶  様

（紹介者　赤川　一好  会員）

	 　（４／20）……

	 　　クラブフォーラム（ロータリー財団委員会）

	 　　ポリオ例会12：00 ～ 14：00

	 　　於：刈谷ハイウェイオアシス

　13：00	 15．本日のプログラム

	 　　　新会員アワー　　　 岡田晃一郎 会員

	 　　　　　 〃 　　　　　 松本　邦亮 会員

	 16．謝　辞

	 17．点　鐘……〈会　長〉

	 18．閉会宣言

　13：30　19．散　会

出 席

会員総数　92名　　出席免除　21名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　85名

欠　席　12名　　出席率　85.88％

前々回（３／23）の修正出席率 100％

幹 事 報 告

１）３月３日付で松村文登会員が退会、３月24日付で

宮川清会員が退会されましたので、会員数を92名と

訂正致します。

２）４月のロータリーレートは１＄160円になります。

副 幹 事 報 告

１）４月５日㈰、名古屋マリオットアソシアホテルに

て開催されました、クラブリーダーシップ・ラーニ

ングセミナーに31名にて参加してまいりました。

委 員 会 報 告

●社会奉仕委員会

１）刈谷市緑化推進協議会より、緑の募金へのご協力

の依頼がありました。

２）募金運動をご理解して頂き、ご協力をお願い致し

ます。
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会 長 あ い さ つ

近藤　純子

　皆さん、こんにちは。４月に入り、

今年度も残り３ヶ月となりました。

春の訪れとともに、少し先が見えて

きたような気がしております。

　さて、４月６日は、人類が初めて

北極点に到達したとされる日だそう

です。1909年、アメリカの探検家ロバート・ピアリーが

北極点に到達したと報告しました。現在ではその真偽に

ついて議論もありますが、それでもなお、極寒の地へ挑

み続けたその姿勢は、多くの人に勇気を与えてきました。

　北極と聞くと、私はオーロラを思い出します。今から

15年ほど前の９月に、友人家族と一緒に、次男とともに

４日間、オーロラを見るためだけのツアーに参加し、カ

ナダのイエローナイフを訪れました。

　オーロラは、太陽から飛んでくる粒子が地球の磁場に

導かれ、北極や南極付近の空で光を放つ現象です。そし

て実は、オーロラは北極点そのものよりも、少し南に広

がる「オーロラ帯」と呼ばれる地域で最も美しく見える

とされています。イエローナイフはまさにその中心にあ

り、世界でも屈指の観測地といわれています。

　そのツアーでは、毎日夕食後に街の灯りのない場所へ

移動し、朝まで６時間ほど空を見上げるという、まさに

“オーロラ合宿”のような時間を過ごしました。幸い天

候にも恵まれ、４日間とも、夜空いっぱいに広がる光の

カーテンを観ることができました。

　人の目は、暗い環境では色を感じにくくなるそうで、

肉眼ではオーロラは白っぽく見えることが多く、強い光

のものでも、緑色は見えても赤色はほとんど認識できま

せんでした。

　ところが、一眼レフカメラを三脚に据え、シャッター

スピードを落として撮影すると、ファインダー越しには、

緑や赤、紫といった色とりどりの光がはっきりと映し出

されました。同じものを見ているのに、これほど見え方

が違うのかと、大変驚いたことを覚えています。

　赤いオーロラは、200km以上の高い上空で発生する

ため光が弱く、肉眼では見えにくくなります。一方、緑

色のオーロラは100 ～ 150km付近で発生するため比較

的光が強いので、私たちの目にも見えやすいのだそうで

す。

　静まり返った大地の中で、ゆっくりと形を変えながら

揺れ動く光を見ていると、自然の大きさと、自分の小さ

さを感じずにはいられませんでした。また、満天の星や

　　　　　　

流れ星、そして数多くの人工衛星が行き交う様子にも、

大きな感動を覚えました。

　最近、日本でもオーロラが観測されたという報道があ

りました。太陽は約11年周期で活動が変化し、現在はそ

の活動が活発な「極大期」にあたるそうです。その影響

で磁気嵐が起こり、オーロラの範囲が南へ広がり、日本

でも観測されることがあるとのことです。

　また機会があれば、是非もう一度オーロラを見てみた

いと思います。

　本日もよろしくお願い致します。

新 会 員 ア ワ ー

岡田晃一郎

　2025年６月に入会させて頂きまし

た、刈谷ロータリークラブの岡田晃

一郎と申します。本日は、例会の貴

重なお時間を頂戴致しましてありが

とうございます。

　平成18年に株式会社ホライズンを

創業し、現在は医療系の人材紹介事業をはじめ、大府市

にて「いろどり訪問看護リハビリステーション」の運営、

またフランチャイズとして宅配寿司「銀のさら」の運営

を行っております。

　これらの事業を通じて、医療・介護の分野では人材面

から、訪問看護では在宅医療の現場から、そして飲食事

業においても日々の生活を支える存在として、地域に関

わらせていただいております。事業領域は異なりますが、

いずれも「地域で生活される方々を支える」という共通

の考えのもと運営しております。

　特に訪問看護の分野においては、住み慣れた地域やご

自宅で安心して生活を続けていくための支えとしての役

割を強く感じており、地域にとって必要とされる存在で

あり続けたいと考えております。

　私は碧南市出身で、28歳の時に刈谷市へ移り住みまし

た。現在42歳で独身のため、仕事と並行して良いご縁が

あればと考えております。刈谷に来た当初は知り合いも

多くはありませんでしたが、事業を通じて多くの方と出

会い、ご縁に支えられながら現在に至っております。

　趣味は旅行とオートバイで、旅先で現地の空気や景色

を感じながら過ごす時間を楽しんでおります。

　経営においては、人が笑顔になることを大切にしてお

り、お客様や利用者様はもちろん、スタッフや関わるす

べての方にとって心地よい環境をつくることを意識して
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おります。また、「継続すること」と「信頼を積み重ね

ること」を大切にし、一つ一つの積み重ねが事業や人と

の関係を築いていくものだと考えております。

　今後ともロータリー活動に積極的に参加させて頂きま

すので、よろしくお願い致します。

新 会 員 ア ワ ー

松本　邦亮

　昨年８月より、伝統と格式ある刈

谷ロータリークラブに入会させて頂

きました、株式会社豊田自動織機の

松本です。本日は新会員アワーとし

て貴重なお時間を頂き、ありがとう

ございます。

　まず自己紹介をさせて頂きます。

昭和42年生まれの58歳で、南知多町内海の出身です。現

在は安城市に住んでいます。家族は妻と双子の長男・長

女の４人家族です。

　大学卒業後、平成３年に豊田自動織機へ入社しました。

室殿豊会員は大学の大先輩でもあり、入社直後から現在

に至るまで大変お世話になっており、大学のOB・OG

一同心より感謝しております。

　私の趣味は、競馬場巡り、ゴルフ場巡り、そしてお城

巡りです。特にお城巡りは、埼玉県に単身赴任していた

際に100名城スタンプ集めにはまり、現在も愛知に戻っ

てから妻と一緒に少しずつ巡っています。

　最後に、私の大好きな豊田自動織機について触れさせ

て頂きます。そこには室殿さんをはじめ尊敬する多くの

先輩方がおられるからです。その根底には、創業者・豊

田佐吉翁の精神があります。翁は二宮尊徳の報徳思想の

影響を受け、「自分の利益だけを考えるのではなく、多

くの人や国のために働けば、必要なものは自然とついて

くる」と説かれました。また実地第一主義を重んじ、失

敗を恐れず挑戦し続け、社員を家族のように大切にされ

たと言われています。

　この精神は1935年に「豊田綱領」としてまとめられ、

現在は海外の社員にも受け継がれています。私も先輩か

ら受け継いだこの思いを、少しでも後輩に繋いでいけれ

ばと思っています。

　現在の新本社には、事業の原点である木製人力織機、

A1型試作乗用車、LA型フォークリフトの模型が展示さ

れ、創業時のＧ型織機も見ることができます。木を多く

使った温かみのあるオフィスで、創業の精神を感じなが

ら働いています。

　今後も皆様と親しく交流させて頂きながら、地域や

ロータリークラブへの貢献に努めてまいります。どうぞ

よろしくお願い致します。

　　　　　　　


